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[緒言] 

我々は、光学的な特性が優れており資源量が

豊富である黄鉄鉱（FeS2）を、サステイナブル

な薄膜太陽電池材料の候補として研究してい

る。FeS2は光吸収係数が極めて高い（～6×10
5
 

cm
-1）ことから、20 nm程度の厚さで太陽光エ

ネルギーを十分に吸収できる。バンドギャップ

は 0.95 eV であることから、理論変換効率は

21%程度と期待される。しかしながら、光起電

力が小さく現在まで実用化には至っていない。

低い光起電力の原因として FeS2 表面のノンス

トイキオメトリに起因する可能性が報告され

ている。[1]、我々は FeS2 薄膜のストイキオメ

トリを制御するために、PLD 法で成膜した硫

化鉄薄膜を硫黄ガス中でポストアニールした。

アニールした硫化鉄膜を用いて酸化亜鉛との

ヘテロ接合を形成し、疑似太陽光下で、I-V 特

性の評価を行った。  

[実験方法] 

PLD法に用いるターゲットはスパークプラズ

マ焼結（SPS）法で作製した。FeS2粉末試薬を

SPS装置で圧力 50 Pa、昇温速度 50 K/min、焼

結温度 823 K、保持時間 20 min で焼結し、相対

密度 92 %のセラミクスを得た。PLD法の成膜

雰囲気は真空中（10−4~10−5Pa）、基板温度は

室温で石英基板上に成膜した。硫化鉄膜と硫黄

粉末を石英管に設置し真空封じ切りした後に、

673 Kでポストアニールを行った。アニール後

の硫化鉄薄膜、SPS法で得た硫化鉄セラミクス

それぞれについて、酸化亜鉛単結晶との貼り合

わせで接合を形成し、疑似太陽光下で I-V 測定

を行った。 

[結果・結論] 

硫化処理後硫化鉄膜と酸化亜鉛単結晶の I-V

特性の結果を図 1に示す。ポストアニールによ

り整流比の高い IV 特性が得られた。 

図１.FeS2film/ZnO の I-V特性 

本研究は岩谷科学技術研究助成の援助を受け

て行われた。 
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